
資料２ 

  新 旧 対 照 表 
       

※赤字下線部は第 4回スポーツ推進審議会以降の修正箇所 

項数 行 修正前 修正後 

目次 21 プロスポーツ   や企業、大学との連携 プロスポーツチーム等や企業、大学との連携 

3 31 また、        子どもの体力向上への取り組みにつ

いて、       学校と連携しながら運動する機会を増

やします。 

また、女性や働く世代、子育て世代が活動しや

すい環境づくりや子どもの体力向上への取り組み

について、地域や学校と連携しながら運動する機

会を増やします。 

4 24 ○プロスポーツや企業、大学との協働による

スポーツの支援 

本市には、プロスポーツチーム等の他、スポーツ

チームを持つ企業が多数存在します。 

○プロスポーツ等や企業、大学との協働によ

るスポーツの支援 

本市には、プロスポーツチーム等の他、スポー

ツチームを持つ多数の企業が存在します。 

5 18 ②   働く世代向け     のプログラム提供 ②女性や働く世代、子育て世代向けプログラムの

提供 

7 13 ①大規模スポーツイベントの誘致 ①全国規模以上のスポーツイベントの誘致 

7 14 ②トップアスリートが参加する合宿 誘致 ②トップアスリートが参加する合宿の誘致 

7 26 ①地域で開催されるスポーツ大会の情報 発信 

②出場選手に関する情報 発信 

 

①地域で開催されるスポーツ大会に関する情報

の発信 

②出場選手に関する情報の発信 

7 35 ①スポーツボランティアの養成講習会 実施 ①スポーツボランティアの養成講習会の実施 

8 7 Ⅱ・プロスポーツチームや企業、大学との連携 

（1）プロスポーツチーム、企業スポーツチームとの

連携・協働 

指導者派遣やスポーツ教室の開催など、在仙の

プロスポーツチーム  や企業スポーツチームとの

連携・協力事業に取り組みます。 

①在仙のプロスポーツチームや企業スポーツチー

ムとの協働事業の開催 

②在仙のプロスポーツチームや企業スポーツチー

ムからの指導者派遣     

Ⅱ・プロスポーツチーム等や企業、大学との連携 

（1）プロスポーツチーム等や企業スポーツチーム

との連携・協働 

指導者派遣やスポーツ教室の開催など、在仙

のプロスポーツチーム等や企業スポーツチームと

連携し、協力事業に取り組みます。 

①プロスポーツチーム等や企業スポーツチームとの協

働事業の開催 

②プロスポーツチーム等や企業スポーツチームか

らの指導者派遣の充実 

8 16 ①地域スポーツ団体と大学の人材資源 コーディ

ネート 

①地域スポーツ団体と大学の人材資源のコーデ

ィネート 

8 27 （2）スポーツ活動や成績の紹介 

競技成績に加え、スポーツ活動を通じた様々な

取り組みを市民に周知し、スポーツの魅力を広く発

信します。 

①地元アスリートの競技成績や取り組みの紹介 

 

（2）スポーツに関する取り組みや成績の紹介  

市民が主体となって行うスポーツに関する取り

組みや地元アスリートの 競技成績など、様々な

スポーツ活動を紹介することで、スポーツの魅力

を広く発信するとともに、スポーツ活動への意欲を

高めます。 

 ①市民のスポーツに関する取り組みの紹介 

 ②地元アスリートの競技成績や活動の紹介 
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項数 行 修正前 修正後 

9 3 市民の誰もが主体的にスポーツに励めるよう、地

域のスポーツ活動を支えるスポーツ団体の体力を

強化するとともに、市民の志向に合わせ様々な形

でスポーツに関われる機会を提供します。 

 

市民の誰もが主体的にスポーツに励めるよう、

地域のスポーツ活動を支える団体の組織力を高

めるとともに、新たな媒体を活用し、情報発信の

拡大を図るなどにより、それぞれのニーズに応じた

スポーツに触れる機会を提供します。 

 

10 3 計画を着実に推進するための目安として、計画

の目標年次である平成 33 年度における成果とし

て、６つの具体的な数値目標を定めます。 

現状を示す指標としては、平成 28 年度に行なっ

た「仙台市スポーツに関する意識調査」などの数値

を用います。 

 

計画を着実に推進するための目安として、平

成 24 年の計画策定時に６つの具体的な数値目

標を定めました。後期５年においても計画の推進

状況や施策の成果を把握し、次期計画策定の

改善に反映させるため、引き続き数値目標を  

定めることとします。 

目標とする数値は、社会情勢、市民ニーズの

変化に加え、平成 28 年５月に実施した「仙台市

スポーツに関する意識調査」の結果をもとに、す

べての目標において震災前の数値を上回るよう、

一部見直しを行った上で設定します。 

 


